
幼 児 の 運 動 機 能 測 定 へ の 試 み
り

(そ の1)DONS症 候 群 児 につ い て

野 村 晶 子

目 的
ハ

幼 児 の運 動 機能 は 、 身 体発 育 ・発達(分 化)に 影 響 を受 け ・ ま た・1・Q・ ・

社 会性,Personality,と も何 等 か の相 関 は ある もの とみ られ る。

乳 児 の発 達 基 準 につ い て の研 究(砿M.Shirley,A.L.Gesell,津 守&

稲 毛,二 木 他,e重c… ……)は 多 く、 綿 密 に なされ てい るが、 幼 児 の 運 動機 能

測 定 に関 す る ものは 少 数 で、 山 下俊 郎,児 童母 性 研 究 会,の 測 定 結果 が標 準

化 され てい る。 最 近 の研 究 と して 、鈴 木 他(日 本 保 育学 会 発表1970)

の報 告 が あげ られ る。

本 報 告 は、 幼 児 の 運動能 力 測定 を試 案 す る もので、 第1報 としては 、

Dowris症 候 群 児 を とり あげ た。 運 動機 能Test項 目内容 設 定(天 羽 ・野村)

に あた っ て、 殊 に、 神 経 系 の障害(未 分化)を 予 測 して、 器具 作 製(野 村)、

及 び 、評 価 基 準 の規 定(野 村)に も留意 した。

　 　 　へ

※DowゴsSyndrome(Niongolism)… …… 常 染 色体 に異 常 が み られ ・21Trisomy

(転 座 の こ と もある),出 生 頻度 は1/650,主 症状 は,筋 緊張 減 退 糟運動 発 達 遅滞P精 神

薄 弱 、特 有 な顔 貌(鼻 根部 扁平,内 眥 間 距 離の 延長),手 指 の異 常(短 指 症,指 掌紋 の 変化2

猿 線,小 指内彎etc… 一 ・・ 、後 頭部 の扁 平s耳 介変 形,心 疾 患,ま た、 急 性 白血病 を合 併

す る こと も あるo

筆 者 の観 察で は、 舌の 状 態に も異 常が み られ 、(厚 く、 舌端 は丸 く、 しば しば唇問 に舌 を出 す6

<舌 及び 、唇 に チア ノ響 鉛ぶ み ちれ る..yとも ある>b)こ のた め、特 有 な 発 語(母 音 が 多 い)

を轍 する・頻 驪 で・鞫 なメ デ゚イ鞭 好む・
_」

方 法

1。)Subject・ …・・Dowris症 候 群 児(3オ ～5オ 迄)50名 ・

2.)観 察 ・実 験 期間 …… 昭 和43年5月 ～10月 迄 の5カ 月 間。(1カ 月

間 は 予備 観 察 ・実 験期 間 とす る。)

3.)観 察 ・実 験 者 …… 野 村(項 目に依 っ ては、 日本 女子 大 学児 童 学科3年

生2名 が 参 加 した。)
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4.)観 察 ・実験 場 所 ……… 日本 女 子 大 学附 属児 董研 究所1階 プ レイル ー ム。

5.)予 備 実験 …・一 期間 は1カ 月(昭 和43年5月 。)各Test項 目につ い

て、 各5名 のSubjectを 観 察b実 験 した。

(そ の 結果)

OD・w㎡s症 候群 児 はTestに の り に くい。

ω 運 動能 力は著 し く低 い。(神 経 系 の未 分化)

回興 味 ・関心 は瞬 間 的 に移 行 す る。 → 逃げ る。 泣 ぐ。(注 意 力 は持続 しな矚

記 憶 力 は低 い 。)

㈲ 器 具(遊 具etc・ 一 ・…),反 応へ の固 執駐は 強 い 。

←)直感 的 反応 パ ター ンが み られ る。

㈱ 体 当 の現 象 の多発 生 。(突 然 、 他 人 を な ぐっ て しま う。 手 当 り次 第 に物

を全 力 で投げ る。 ・一 一 感 清は伴 わ ない。)→ 泣 き の多 発現 象。

←9情諸 の 移 行 が行 な わ れや すい(怒 むを除 く)。

以 上 の 結果 か ら'

OTest器 具(遊 具)の 適 当 でな い もの(危 険 性 を生ず る もの,及 び

Subjecの 偏 好 す る ものetc-・ ウ を チ エ ツク し、 再 検 討 を加 え た。

○ 評 価 基 準 につ い ての 再検 討。

○ 雲es鷺s`容 につ い ての再 検 討 を行 った(e.g.ボ ー ル(器 具)の

大 きさ を変 え る#c♪ 。

6)Testの 内 容 ……一(Teble1)に 示 す。

7)Test実 施

期間 ・・一 … 昭和43隼6月 ～10月 ま で の4カ 月 間G

結 果 及 び考 察 ……・・〈Table2)に 示 す。

※ 評価 基 準 …・・一 〇、 ◎ 印 をhestに 通過 した もの と判定 す る。

(Table1.)

DOWn,s症 候 群 の 運 動 機 能 検 査 項 目 一一覧 表

項還 状 況

鑒

教 示 評 価 基 準

1. 眼を上 から軽 く齢さえて立たせる。 立 つ て い てご らん

なさ い◎

1i
15...,........Q

/J

100
JJ

5............0

1/

5以 下 … … ×

一19一



項 目 状 況 教 示 評 価 基 準

2. 閉眼で、右手 と左手の人さし指を

交互に鼻先につける。

(試 行2回 ……被験児に眼を閉じ

させ、観察者が、被験児の手旛を

とり、左右交互につけさせる。)

今 度 は 自分 でや つ て

ご らん なさ い。

正しくで きる …… ◎

片手だけ ○

左右同時 △

できない ×

3. 肩を 診 さ えて かが ませ 、両 膝 の

関節 を軽 く曲げ て跳 ね る。

跳 ね て ご らん なさい。

、

よ く跳 ねる … …… ◎

一応 跳 ね る …… … ○

跳 ね るが す ぐ

ころぶ △

で きない ×
甲一

4. 眼 前 の小 箱(た て15cmxよ こ

20cm× 深 さ5翩)に 小 銭 を投げ

入れ る。

(被 験児 に立 たせ た ままで)

箱 の..投 げ てご ら

ん な さい。

ヒ眼前より

50㎝ ◎

40侃0

30㎝ △

20㎝ 以下 ……… ×

5. 両腕 を前 方 に水平 に伸 ば し、 両手

の人 さ し指 で、 空..同 じ大 きさ ・

の円 を同時 に描 ぐe(試 行2回 …

観察 者が、 被 験児 の手 を とつ て描

く。)

一手 が肩 の線 より下 は 不可 一

自分 でや つ てご らん

なさN◎

n
10問 内

にで きる ◎

/i

//・

}20△

iで きない ×
i

i

s. 他の運動をともなわないでt両 手

それぞれで握手する。

(握 手の相手は実験者)

握 手 し ま しょ う。 正 しくで

きる ◎

片手だけ

できる ○

両手同時 △

できない ×

7 起 立 した まま、 動 かず に い る。 立 つ た ま まで じつ と

してい て ご らん な さ

しno

15"一 ・.................C)

ユ0"○

/!

..................p

ii

5以下x

二20一



項 目 状 況

一

教 示 評 価 基 準

8. 持つているものを取 り上げて ここ まで歩 い て い ら 10m前 方

繭い て、10伽 前方 の観 察者 の所
つ しや い。 まで 歩 い て くる.w.… ◎

ま で、 まつ す ぐに歩 か せ る。 5mま で ○

ふ らふら

千鳥足 △

歩 け ない ×

9. 高 さ20磁 の台 を越 え て前 にま つ 台を越えてまつす ぐ 正 し くで きる …… ◎

す ぐに歩 い てゆ ぐ。 に歩 い てい らつ しゃ 台 を越 え て、

いo まつす ぐでは

ないが歩 い て

くる ○

台をこえるだけ
or… … △

歩 くだけ
i

iできないxzo. 床 上25侃 に、 横 に わ た され た棒 蓬たい で、 越 え 甃 し 25磁 ◎
、

を また ぎ越 え る。 よ う。 20α 隠 ○

100窺 △

で きない ×
一}一一

i1. 小 さい ボール(蘯 経10翩)を 腕

の約1.5倍 の距 離 に ある、 直経

ボー ル を籠 の中 に 投

げ ま しよ う。 一

iL5倍 ◎尾

{腕の距離 ○

腕長位の籠の中に投げ入れる。 }腕の・/2-… △

できないx

12.
/!

10mを ランニ ン グ(5以 内)

(ゴ ール に は観察 者 が立 つ て 走 つ てい らつ しや い。 5戮 内 ◎

い る。)
/f
80
〃 〃

10～15△

で き ない ×

13 立幅とび。身長の1/3倍 以上を 「ボ ン」 とひ と りで 1/3倍 ◎

と ぶ。 とび ま し よう。 1/4倍 ○

(試 行1回 。 右手 を持つ て 厂ポ ニづ 1/5倍 △

と観 察者 が とんでみ せ てか ら、 とべないX

除孑」と被験者の手をひつばる。 冫

1
} ;

一一21-一



項 目 状 況 教 示 評 価 基 準

14. 走 り高 とびo(2本 の ロー プを渡

し、端 に小 さ な誇 も りを つ け て

張る。)

(観 察 者 は、被 験児 の前 方 か ら、

本 人の 両 手 を持 つ て引 つば る よ う

に 厂ボ ン」 とい うo)

高 く 「ボ ン」 と とび

ま し よ う。

20α π ◎

10伽0

5απ △

とべ ない ×

15.

、

投 て き。 重 さ15gの 砂 袋 を持 ち、

床 上 の 白線(あ らか じめ 床に チ ヨ

ー'1で 印 をつ け て誇 く)に そ つ て

立 ち、 袋 をで きるだ け遠 くへ 投 げ

させ るo

〈線 か ら袋 の落 下 地 点 まで の 距離

は 身長 の2倍 以 内o)

「エー イ」 と袋 を投

げ まし よ う。

2倍 ◎

1.5倍 ○

身長 位 △

で きな い ×

16.・ ボール を正 面 に投 げる。

(ボ ー一ル 直経20α 陀を 持 たせ て

診 く。)

ボー ル を まつす ぐ投

げ てご らん なさ%

2m以 上 ◎ ,

`lm:以 上 ○

まつす ぐで ない …… △

で き ない ×

i?.

④

(ロ)

登 高:す ぺ り台 へ下 か らの ぼ る。

中継 点 まで登 り、傍 の机

('12㎝)に 立 つ。

すべ り台 を登 りま し

よう。 そ して傍 の机

に立 ち ま・し よ う。

正 し くで きる … … ◎

中継 点 まで

登 るだけ ○

登 るだけ △

登 れ ない ×

最上部まで登 り、踏板上に立つ。 す べ り台 を上 まで登

つ てみ ま し よ う。

正 し ぐで きる … … ◎

最上 部 まで

登 るだ け ○

中継 点 まで

登 つ てみ る …… … △

で きない ×

18. 開眼のmで 、爪先で立つ。

(観 察者が1度 行つて見せる。)

爪先 で立 つ てみ ま し

よ うo

10"◎

5"○

//3
△

で き な い ×

一22一



項目 状 況 教 示 評 価 基 準

19. 正方形の紙(5伽 ×5覦)を 左右 紙を早 く丸めましよ 早 く丸める ・ ●,・ ・ 眇● 齢. U

の手 、瀏 々に指 で、 早 く丸 め る。 うo ゆつ くり

丸める 0

左右同時に

は で き ない ....... O

で き ない 〉く

5m以 上 020. 片 足 で跳 ん で ゆ ぐ。 ケン ケンで、 とん で

3m 0ゆ き ま し よう。

1】醗' D

で きない x

21. 左 右 の手 で、 糸 巻 に糸 を巻 く。 糸 を巻 きま しよ う。 正 しく巻ける ●o●,驂 ● coy

i ど うに か

} 0巻ける

片手だけ

△巻 け る

で き ない X

22. マ ツチ 棒 を マ ヅチ 箱 の..つ め る◎ マ ツチ を箱 に つ め ま 早 くつ める ■ ■ 鵬■ ● ■ ● ■o ◎

し よ う。 ゆつ く塑つ め る の ・. 0

;
数本だけつめる ●9・ △

} Xで きない

23. マ ツ トの上 で、 で ん ぐ り返 し◎
}でんく勘 返しをしま よくで きる ●Oo・ 層9畢 ●o ◎

(起 き上 ら な くて よい。) 0し よ う。 一応 や る

ころぶ だ け ● ●o● ●.● ・, a

で きな い X

24. 仰 向 して、上 体 を、 ひ ざ を 曲げ ず 今度は自分でもち上 Xく で きる ● ● ● ・oo● 呼. ◎

に もち上 げ る。 ○げ ま しよ う。 一 応や る

(手 の 力を か りる とマ イナス) ひざが曲る

(試 行1回 … …マ ヅ トの.上に被 験 手の力を使 う ..... O

児を仰向させ、上体をもち上げる で きない x

ように実験者が手をかす。)

.

23一



項目 状 況 教 示 評 価 基 準

25. 被験児の体重の約1/2の ものを

持ち上げる。

さ あ!こ れ を持 ち上

げ ま し よう。

111◎

//

50

n

3..................o

で きない ×

2fi. 前膊回転9

(a)手 と前 膊 とを一 直 線 に し、 指 を 手首をまわしてみま よ くで きる … …… ◎

伸 ぽ し、 小 指 を 少 し内 側 に入 れ 、 し よ う。 一 応や る ○

他の指を桜の葉先のようにつぼめ 動作が齢くれ

るの を見 せ、 被 験 児 の指 をそ うさ 左右同時には

せ てか ら、観 察 者 の 中指、 人 さ し で きない △

指で輪を作り、被験児の手首に で き ない ×

ワ ツカをは め る。

(b)1秒2回 の リズ ムで 左右 同時 に

回転 す る。(「 い ち,に,v>ち,

に亅 とリズ ム を取 るo)

27. 指の囎閉:

1秒1指 の リズ ムで、 指 を 閉 じ、 さ あ.や つ て ご らん
♪

正 し くで きる … … ◎

ま た、 これ を 開 く。 な さい
0

一 応 で きる … … … ○

(少 し握 れ ばマ イ ナス) 少し握る △

(観 察者が や 沿 てみ せ て聆 くo) で き ない ×　

28. キ ツネ:

ω 人 さ し指 と、 小 指 を伸 ば し、 中指、 や つ てご らん な さい。 うま くで きる …… ◎

薬 指、 澄や 指 を合 わせ てキ ツネの
一 応 や る ○

形 をつ くる。 入さし指

(観 察 者がや つ てみ せ る。)
ノ」・指 が

倒れる △

で きない ×

⑭ をf)の要 領 で、 左右 の手、同 時 に 今度は両方の手でや うま くで きる … … ◎

キ ツネ をつ くる。 り ま し よ う◎
一 応 や る ○

片手だけ △

で き ない ×

一24



項 目 、 状 況 教 示 評 価 基 灘'

29. 4ツ か ぞえ:

ω 片手の誇や指で、入さし指から小 1、2、3,4、 と 正 し くで きる …… ◎

指に向って、各指先に澄や摺を触 4ツ かぞ えを しまし 3瑁 まで ○

れ な が ら、 「1、2、3、4,」 よ う◎ 2指 まで △

まで、1秒1擣 の リズ ムで数 え る。 で き ない ×

(観 察 者 は 、 「1、2、3、4、 」

と、 声 をか げ る01指 が 、 お・や 指

に触れ させ る。

(ロ) ω の要領 で両手 同'_一 こな う◎ 今度は両手でやつて よ くで きる …… … ◎

みま し よ う。 両手で2for

3詣だけ ○

篭
片手だけ △

萋

一で き な い ×

ト ー 一一
r

30指 墫 動 £ 噛 をみ が きま し よ う
。・よくで きる 一 … 一 ◎

㈹ 驫ブ ラシ を勦 か して、 鑞 をみ が く◎ 一応やる ○

口 の..入

れるだけ △

終 き ない ×き

i

聖 (ロ) 西 洋 ハ サ ミで紙 を切 る◎ 紙を切りましよ編 膣 くできる … … … ◎

(ハ サ ミ と紙 を・写え る◎) {門応切る ○

持つが切れない

i (動 かす)… …… △

i できないx一
の ソッ クスを ひ とりでは く。 レ ック スを 礎 糺

聾

{iく で き る … … … ◎

}よ う. ト 応 は く ○
}

; 半 分 だ け で、

(さ か さ ま で も よい)・ ・

足が出る △

・で き な い'×

E=一) 服の ボ タ ン(直 経1.5侃 ～1,$cn) ボタン をはず しま し うま くはず す … … ◎.

をひ と りで はず す。 よ う。 慌応やる ○
、

はずす動作だけ … △

できないX

1

_25一

　 '1
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項目 状 況 教 示 評 価 基 準

㈱

8

0→

服の ボ タンを ひ と りで かけ るo ボ タンを か け ま し よ

う。

うま くかけ る … … ◎

一応 や る ○

動作 だけ △

で き ない ×

ひ もを片 結 び にむ すぶo

(絹 のひ も幅2侃 、長 さ40俶 の

もの を与 え る)

ひ もを結 び ま し よ う。 よ く結 べ る …… … ◎

一応 結 ぶ ○

一

動作だけ

(手がすべ りすぐ

解ける)△
できない ×

騨 鴨呷.1

エ ン ピ ツで何 か書 ぐ。

(エ ン ピ ヅと画用 紙 を与 え る。)

'

}

1

エ ン ビツで か きま し

よう。

うま く書 く …… … ◎

一 応 書 い てみ る … ○
『

持つ だけ(動 作)… △

「で き ない ×
一

31. 他の運 動 を と もなわ ない で・.

歯を む き出す。

(観 察者 が行 つ て見 せ て勝 く)

「イ ー 。 」 を し ま し

よ う。

正 し ぐで き る … … ◎

一 応 や る ○

動 作 が 澄 くれ る … △

で き ない ×

32. 両膝 を揃 え てイス の上 に つ け膝立

ちする。

(イ ス の 背 を前 に し、 その一上 に先

ず、 正座 させ㍉ 腰 を前方 に押 して

上 体 を伸 ぱ させ るo)

ひ ざ立 ち しま し よう。 正 し くで きる … … ◎

一 応 で きる ……_○

す ぐぐずれ る … … △

で きないx

33. lmの 高 さの 梯子 を登 り、 降 りるb 梯 子 を登 りま し よう。 す ばや ぐで きる … ◎

一応 で きる …… … ○

のぼ るだけ …… … △

で 奉 ないx

34. 片足 立 ち、(片 方 の 足首 を握 つ て、

実験 者 が後 に ひつ ば る。 そ の時、

被 験児 が、 手 で何 かにす が ろ う と

した 彑、 残 る片 足 を曲 げ て倒 れ た

らマイナ ス。)

この ま ま立 つ て いて

ご らん なさ い。

10"◎

5"Q

3"O

で きない △
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項 目 状 況 教 示 評 価 基 準

35. 伏臥 し、(マ ツ トの上)瑁 を頸の 背 を伸 腰 しま しよ う。 よ くで きる … …… ◎

後で組んで背を伸ばす6 一応やる ○

指 が組 め ないor

背 が伸 び ない …… △

で き ない ×

36. 直立から腰を曲げ、手先を床上に 床に手をつけましよ 正 しくで きる … … ◎

つけ るo(後 頭部 をお・さえ る。)
う。 一一応 や る ○

手先 が、 ひ ざ の あた り

でor、 足 が 曲 る … △

で き な いx 一

3?. 坐つた姿勢で上体を前屈する。 この まま、 論 じ ぎ し よ くで き る … … … ◎ 、

(マ ツ トの上 にす わ らせ て誇 い てり ま し よ う。 一応やる ○

す ぐ こ ろ ぶ ・r・… … △

で き ない ×

38. 膝立 ちか ら、立 ち上 る。 立 つ て ご らん なさい。 すぐ立つ ◎

一 応 や る ・ ○

ふ らふ ら立 つ … … △

で き ない ×

39. 30磁 の台 の上 か ら とび 降 る。 さ あ、 飛 び4f.し バランスよ くで きる … ◎

(R行1回 ……被 験 児 の手 を取 よ う。 一一応 飛び 澄 りる … ○

つ て 飛び誇 りさぜ るo)
飛 び お・りるが

こ ろぶ △

で きな い ×

40. 被験児の胸の高さの机で四囲を この中 に い な さN。 の り越 え よ う

かこみ 、閉 じ込め る。
ζする ◎

机を押 し倒して

出 よ うとす る … … ○

脚の下か らはい

出そ うとす る … … △

助けてくれ と

言 う ×
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、鱗 「駆鱈

項 目 状 況 教 示 評 価 基 準

　黙 つ て
い るor

ワー '

しゃ がみ 込 む … … … △

'

舮r
-F一

～
泣 きだす ×

蕚 ζt

4Y. ～

r'e._

被験児の身長 より高い?い たて麟
"ぎ

:巳 黜

鑼 噛榔 らづしゃ 早 くで きる … …… ◎

駕いぐ室内に迷路を作 り、 これを v丶o 一応 で きる … …… ○
L一 一1

1

1く ぐ 鵬 げ 乙・(T型)'… °"
やろうと努力するが

曳.,・

1セ ヅ ト ダ メ ム

'、 》
しゃがみ込むor

く 冖

モ

11
亀

泣 きだす ×

420 臟 児噺 んで酪 遊具鱒 り上 さ あ、 これ は 下 さ い。 と り返えしにくる … ◎

～

げ ℃ しまり五 どきの状 況。, 他の遊具へ移る … ○
・'冫:裏

.♂

1+.5'`一 丶

泣 きだ すor

1・ 蒜 ・τき 声)2

!為 ・ ・
怒る △

1,
/塩 為 こ1磁 無関心 ×

≒

43. 纏 鋤 軒菊 肺
を;秒 間見ぜそゑちヂ役とどかな

誇菓 子(又 は果 物 名)

は ど.こでし よ う。

す ぐ取 り出す …… ◎

実験者の手を
・ 「

}'

い 駈に置悟だ嬬 ひつぱる ○

い 実験者のそばに

冨't
i

寄 つ て来 る ・・伽 … ・ △

1i とま ど う

1..
～

(迷 う)△
t

メ 泣きだす ×

し
鬱 無関心 ×

44. 砂箱⑯翰に被験児の好費菓子を、
～

誇菓子を探 しましよ す ぐと りだ す … … ◎

見 てい拳前で埋め後ぞ取らせる。 う。 実験者の手を
～

、

～

ひつばる ○

"ハ, 実験者のそばに
▼ ■

～ 寄 つ て来 る … …'°'△
監 暫

とま ど う

(迷 う)△

⇔ 泣 きだす 》く

～
無関心 ×

4
1

負
一a8避

k';.猷

ズ

一 ＼



項 目 状 況 教 示 評 価 基 準

45.
一

44.のTeat10分 後 に菓 子 を 雜菓子はどこでしょ す ぐ と珍出す … … ◎

見 せ、埋めるところは見 せ ない で、 う。 実験者の手を

同じ場所に埋める。 ひつばる ○

実験者のそばに

寄 つ て くる … ・… ・・ △

と畩 どう △

励 の と ころを

ほる △

無関心 ×

4s. 被験児の見ている前で、赤色のコ キ ヤ ラ メル を取 り出 す ぐと 珍出す … … ◎

ツブ の下 に キヤ ラ メル を伏 せ る。 しま しよ うa 実験者の手を

赤 色 の コツ プか ら、 約50㈱ 離れ ひつばる ○

て、 み ど り色 の コツブ も伏 ぜ て 澄 実験者のそばに

.く心2つ の コ ツ ブ が 、 か ぐれ る よ 寄 つ て来 る … … ・∵ △

うに、つ い た てを立 て、 被験 児 を キ ヤ ラ メル の入 つ て

ついたてに対して、対照あ位置に ない コ ツプを

移 して、 キ ヤ ラ メ1Lを とらせ る。 あける △

(コ ヅプ2と 、 被 験児 とな正 三角 無 饌沁 〉く

形 を作 る よ うな位 置 を とる。 キ ヤ

ラ メル を入 れ るコ ヅブは赤 ・赤0

み ど りの順。

(試 行 回数5'1)

47. 46と 同様 に し、 コ ツプは、 黒, キ ヤ ラ メル を取 り出 す ぐと珍出す … … ◎

白,を 用い る。 し'ま し よ うo 実験者の手を

コ ツブ聞の 距 離 を1mと す る。 ひつぱるO

実験者のそばに

寄 つ て来 る … …一 △

キ ヤ ラ メル の入 つ て

ない 墅ツ プを

あける △

き

無関心 　 ×

{
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項目 状 況 教 示 評 価 基 準

48. 46と 同 様 に し、 コ ヅプは 黄 と 青 キ ヤ ラメル を取 つ て す ぐ とり出す … … ◎

を用 い る。 コ ツプ間 の距 離 は2m ご らん な さい。 実験者の手を

とす る。 ひつぱる ○

実験者のそばに

寄 つ て来 る …… … △

キ ヤ ラメル の入 つ て

ない コ ツプを

あける △

無衡さ ×

(Table2)Downs症 候 群 の運 動機 能 検査 結 果 及 び 考 察

項 目 状 況 通過率(%
ヤ

100

考 察

① 眼を上から軽 く訟さえて立たせる⊃ 静止 した状態は好まれる。

2 閉眼で右手と左手の人さし指を交互に

鼻につける。

50 通過 した者も無理 して動作する。

※3瞬 の関節を軽く曲げて跳ねる・ 8 好 まれる動作。

U 眼前の小箱に小銭を投げ入れるo 100 小銭に非常に高い隰らを示し、

好んで投げ入れる。

5 10秒 間に両腕を前方に水平 に伸ばし

両手の人さし指で空中に同じ大 きさの

円を同時に描 く。

50 手 を伸 ば してみ るが.だ る くなつ て

Te8t場 面か ら逃 げ るo

X6 他の運動をともなわないで、両手それ

ぞれで握手o

6U 握 手 は一応 す るが、婚 きな動 作 とは

言え ないo

⑦ 起立 したまま動かずにいる◎
{

92 静止の状態は好まれいつまでも立

ちつ くす。

⑧ 持 つ てい る もの を取N上 げ て、10m

前 方 の 観察 者 の所 まで、 まつ す ぐに歩

かせ るo

100

平 均10秒 間 で ゴー ルに 達 ずる。

(1m1秒 の速 度)

X9 高さ20侃 の台を越えて前に 84 台(障 害物)を 越えることに満足

を示す。

10 床上25㈱ に横に渡された棒をまたぎ

越 廴為。

100

9

大変好まれる動作である。

,
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項 昌 状 況 通過率飼 考 察

'Xli 小 さ いボ 高ル(直 経10cm)を 腕の 約

1.5倍 の距 離 に あ概 直経 腕長 位 の 、

籠の中 に投 げ入 れ る。

84

一

好まれる動作である。幾度 となく

投げつづける。

(固 執性がみられる。)

X12 10mを ラン ニン グ(5秒 以内)。 70 観察者を見つめ懸命にランニング。

(言 語賞が必要)

〉'C13 立 幅とび(身 長の1/3位 以上を 70 Testに 乗れ る 者 は得 意 に なっ て

行 な う。(固 執 性)

14 走 り高 とび(2flcm以 上 ゐ 5◎ 走るという動作 と9と 翫 とい う

2つ の動作は、非常に困鶏

Xis 投 て き(150彡 の 砂袋)Q「 .i 評 価 ○印以 上 の 者の 中 に は、

身長 の3-3.5倍 投げ る者 も あるo

・'・1'6
・

一一ル を正面 に投 げ る(直 経20侃)
。 72 評 価 ○印 の者 の 中に は2-3m

投 げ る者 も ある。

17ω 登蔑(す べり台を下から登る)。 U 全 く不可能a

但) "
。(す べ り台 の最上 部 まで登 る。) 0 全く不可鯤

18・ Elc一の ま まで 爪 立 つ 。 o 不安定な動作を嫌%

i9 正方形の紙を左右の手、別 々に早 く丸

めるo

0 紙片その のに興味なしo

捨てて逃げだす。

20 片 足 で とんで ゆ く。 0 身体 を ゆす つてみるが、 す ぐ倒 れ る。

2鑑 左右の手で糸巻に糸を巻 く。 0 糸をミ騰 乏 多とするが、それ

以上儀興味を示さない◎逃げだす。

2'2 マ ツチ棒 を マ ツチ箱 の 中 につ め る
◎ 43

1

Te8も に乗 つ た もので も箱 に投 げ

こむ又 は まる め込 む だ げ。

X23 マ ツ トの上 で、 で ん ぐ り返L
o}80

ξ

一様に好む動乍である
o

24 仰 向 して上 体 を、 ひざ を 曲げず に

も ち上 げ る。

33

4____T___

Te8tに 乗 つ た者 も、 全 く自身 を

実験者 に投 げ だ した感 がみ られ る。

25 体重の約1/2の ものを持ち上げる。 50}で き る者 と、 で きない者 との 中 間

i は な し
o

26 前膤圏転。 28 あ ま り興 味 を示 さ ない。

逃 げ 出す0

27 指 の開 閉。 0 指 を同時 に閉 じて しま うoリ ズ ム

は 全 く・ とれ ない。(未 分化)

28ω キ ツ ネo 13 大多数の者が逃げてしまう。
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哽

項 目 状 況 通過率(% 考 察

但) キ ツネ。(同 時 に左 右 の手 で キ ヅ ネを

作 る。)

0 全 くTe8tに 乗 らないo

2gω 4ツ かぞ えo 10 通過 したものも、非常な努力を

要するo(注 意集中できない)

㈲ 両手 同時 に4ツ かぞ え。
0 必死で逃げようとする。

⑳ ω 指運動o(歯 ブラシ) 90 大多数の者がよく出来る。

④ 〃 。(西 洋 ハ サ ミで紙 を切 る。) 50 動作が消極的。デタラメに使つ

てみるだけ。中間の者はなV㌔

をう 〃 。(ソ ヅクス をひ と りで は く) 56 通過した者のうち、かがとの

部分を上にはく者多し。

←) 〃 。(服 の ボ タンは ず し) 0 日常の服の着脱に保育者への

㈲ "o(服 の ボタ ンか け) 0 依存が強いと感じられた。

(自 立性なし。)

8 〃 。(ひ もを 片結 び にむ すぶ) 0 ひ も に興 味 を持 ち、 一様 に手 に

取 つ てみ るが、 投 げ出 して し ま 、

う。

※(ト) 〃 。(エ ン ピツで何 か書 く) 72 評価 ×印 の 者 は、 エ ン ピツ

それ 自体 に興 味 なし。

31 他の運動をともなわないで歯をむき出

%

30 歯のむき出しを見て恐怖心を起

し1イ ヤイヤと言つて逃げる。

璽 粒 を笛すb

⑳ 両膝 を揃 え て イスの上 に つ け、 膝立 ち

す る。

140 進んで興味を示す。

33 lmの 高 さ の梯 子 をの ぼ り、 澄 りるo 50 梯 子 を登 るだけ な ら通過 率 は

100パ ー セ ン ト

34 片足立ち。 1$ 不安定な動作を嫌 う。興味なし。

35 伏臥 し、指を頸の後で組んで背を伸ば

す。

44 で きる 者 と.で き ない者 との

中間 は な し。

・'・36 直立から腰を曲げ、手先を床上につけ

るo

80 筋 肉に 硬 さ 、は み られ ない。

不 安定 さ を嫌 う。

⑳ 坐つた姿勢で上体を前屈する。 100 安 定 した静 的 な動 きは 好 まれ る。,

38 膝立 ちか ら、 立 ち上 る。 0 不安定な膝立ちが困難6

39 30㈱ の台 の上 か ら とび降 砂る。 30 困難 な動 作 で ある。辱(倒 れ る。)
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項 目 状 況 通過率㈲ 考 察

※40 胸の高さ位の机で四囲をかこみ閉じ込 ss 評価×印の者は、黙つてす わり

め るo 込む者が 爵立つ。泣 きだす者 な

しo

41
¢

身長 より高い つ い たて をr.r… 内 に迷 評価と印の者の中には、罰 とし

路 を作hこ れ を く ぐ珍ぬけ るo 44 て受 け と り困 り果 て て しま う こ

と多 し。

42 好んでいる遊具を取り上げてしまう。 55 X印 の者 の中 に は、 催んや り立

ちつ ぐす 者 多 し。

@ 好む菓子または果物を5秒 聞見せて澄 好む菓子(果 物)が 賞として受

匸{
き、 手 の とどか ない 高to所 へ これ を置 99 け取 られ る。

いた と きの反 応。
(強 化の作用をする。)

1

⑳ 渺驚の中に好む菓子を、見 てtoる前で 99

埋 め、緩 で取 らせ る。 〃

※45 44の ぼes蓄 後(1鴦 分)に 菓子 を 見 菓子が強化の作用をするが、

一嵐 埋め る とこ ろは見 せ ないで 、 同 じ 7Q 同時に記憶(刻 印 と表現する方が

場概に埋め、後で取 らぜるo 妥当)は 持続性に乏しい。

46 探 索行 動。(コ ツプの色 一赤 も み ど 切 66 賞への関心は高いが記憶能力が

昌 低 も～

47 "
o(コ ツプの 色 … …黒 白) 50

.通 過Probability

48 "。(コ ツプの 色 一… 黄
、 青)

一・零

50 の 低 さ 訟 ら も 、

濃厩 鋤 緬9の 絃果か

どうか羅

注 ○印

※印

通 過 率85・-100パ ー セ ン トの項 且.

通 過 率60パ ー セ ン ト以上 の項 目。

考 察

Test項 昌各 々につ い て の考 察 は(T'est2)に 示 した ので 、総括 し考 察 す

る。Down's症 候群 児 の運 動 能 力 の低 さ(Tesに の むに くい)や 、反搭 の
Ste「eotyp¢ 及び 、 直感 的 反 応 パ ター ンを示 す こ と、 ま た 、記 憶 力 や 、注 意

の集 中性 の低 さ につ い ては 、 す で に予 備 実験 の結 果 で も述 べ たが
、 本 症候 群

児 の性 質 は 穏 で あ り・好 ま しい環 境 で は 、模 倣性 は 高 ぐ、learningも 成 立
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す る 。 また、 適 切 な教 示 を 与 え る と運 勤磯 能検 査 施 行 も可能 で あ る。 本 実験

では1通 遇 率80～100パ ー セ ン トを示 す項 目は15項 目 にみ られ た。

しか し、 これ ら通 過 率 の高 いTest項 目 に於 い ては、 身 体的 に、 静止 の 状 態・

或 い は、 極 く単 調 な 筋 肉運 動 を要 求 す る ものであ っ た。 不 安 定 な 運動 を要 求

す る もの(登 高,爪 立 ち,片 足 と びetc… ・・一)や 、 手 指 の繊細 な動 きを要 求

す る もの(糸 巻 き,紙 片 ま るめr指 の 開閉 ・服 の ボ タ ンかけ ・ ボ タ ンはず し・

紐 結び,etc-… 一)、 そ して、 左 右 の手 指 を 同時 に運 動 させ る(指 の 開閉・

サ ツ ネ,etc… ……)項 目、 即 ち、 眼 と手 の 協 応 を要 求す る高 度 の反 応 パターン

を要 求す る 項 目に於 い ては、 通 過 率は0パ ー一セ ン トであ っ た。 また・ 全 身運

動(e・9・ マ ッ トの 上 で の、 で ん ぐ り返 し)や 、 お お まかな 運動(e・9・ ボ ー ル

投げetc… …)の 項 目には、 か な り高い 通 過率(ワ5パ ー セ ン ト以 上)を 示

し てい る。

通 過率O・0セ ン トの 項 目はD・w㎡ ・症候群児 の 運動 機 能 検 査 項 目と して 適

切 で は な い。 しか し、 通 過 率30パ ー セ ン ト以 上 を示 した 項 目につい ては・

_応 、Sub」ectの 運 動 障害 の程 度 を測 るた め、 又は、試 行、leamingの 結果

をみ るた め に、 そ の尺 度 と しては 用い て もよい であ ろ う。 尚、Test実 施の際

賞 と しての(Subjectの 好 む)菓 子 及び、 言 語 賞は、 強 化 の 効果 は 高 い。

結 論'

ま

神 経 系 に障 害4～あ るDown's症 候 群児 億 、一直感的 反 応パターン富及びStoteotype

の反 応 を 示 し、 情 諸及 び、 動作 捉 つい て も、 安定 感 の得 られ る状態 を好む。

(Suhjectの 緊張 を解 くた め、 実 験 室 では 単 調な メ ・デー を流 し た・)ま た・

器 具(遊 具)へ の偏 好、 固執 性 もみ られ る。 興 味、 関心 は 持 続 しない 。 この

た め注 意 の 集 中性、 記憶 力は 低 い の で、Testに のせ る こ とは 困 難 で あ る・

また、 適切 な 教 示は 必 要(言 語、 軽 くSubjectの 肩 をた た き 注意 をひ くetc

・・……・)であ る.T・ ・tの 結果 から、 復 雑 な 運 動 を要 求 す る 末端 的 運 動?・ 不安

定 な 運 動 を要 求 す るTest項 目の通 過 率は 著 し く低 い。 或 い は、 全 くで きな い ・

が、 全 身運 動、 即ち、 中心的 運 動は、Subjectに 偏 好 され る。Test通 過 率

0パ_セ ン トの項 目につ い て は、 本症4麟 児 の 運 勤機 能 測定 のた め の尺 度 と

し ては 適 さな い。 し か し、 通 過 率30パ ー セ ン ト以 上 を 示し た項 目に つい て

は、 測 定 に支 障は な い(淫 動機 能 障 害 の程 度や、 試行　 learningの 効果を み

る上 に も よい 。)し か し、Subject数 に も制 限は あ り、 また、 項 目の 内容 の

検 討(追 加)の 必 要 性 か ら、 今 回 の 報告 では、Testの 内容 につい ての、 信 頼

性.妥 当性,の 検 討 は 加 え ないo
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